
 未就学児の保護者の皆さまへ 

 アンケート調査にご協力ください 

 

 日頃は、美浦村の教育行政にご理解とご協力を賜り、誠にありがとうございます。 

 さて、わが国では経験したことのない高齢社会を迎え、あわせて少子化が進んでおり、本村にお

いても、同じように児童生徒数の減少が進んでいます。 

 本村は、昭和５３年の日本中央競馬会美浦トレーニング・センターの開場による人口の増加に対

応するため、学校施設を始め多くの公共施設を整備するなど「村づくり」を進めてまいりました。そ

の時代に建設した公共施設は、４０年を経過したものも多くあります。これは、本村だけではなく、

全国的な状況であります。 

 本村では、本年 2 月に「美浦村公共施設等総合管理計画」を策定し、教育施設を始め、村の公共

施設の管理を今後１０年間どのように進めていくか定めました。維持していくためのコストを計算

し、人口の推移を考慮して削減できるものは削減するなど、効率的に質の高い公共サービスを提供

する計画となっています。 

 美浦村教育委員会といたしましては、学校施設の整備・維持を鋭意進めてまいりましたが、一方

で児童数の減少により、このまま人口が推移すると、小学校学級編制において、複式学級となる可

能性が生じています。 

 つきましては、これから本村の小学校に入学されるお子さまをお持ちの皆さまに、小学校教育に

対する考え方をお聞きし、今後の方針を検討していくうえで参考とさせていただきたいと考え、「小

学校教育に関するアンケート調査」を実施することとしました。 

 お忙しい中誠にお手数ですが、ぜひご協力いただきますようお願い申し上げます。 

 

                         平成 29 年 12 月 

                         美浦村教育委員会教育長 糸賀 正美 

 

〔 ア ン ケ ー ト の 記 入 に あ た っ て 〕 

○このアンケートは、平成 29 年 12 月１日現在、本村に住民登録のある就学前のお子さまがい 

 らっしゃる世帯全てにお願いするものです。 

○本アンケートで回答していただいた内容は、上記の目的以外には使用いたしません。また、ア 

 ンケートの回答は、全て統計的に処理し、皆さまにご迷惑をおかけすることはありませんの 

 で、率直なご意見をお書きください。 

○アンケートの回答は、全て「アンケート回答票」に記入してください。 

○記入していただいた「アンケート回答票」は、平成３０年１月１９日（金）までに、同封の返信 

 用封筒に入れてご返送ください。 

○このアンケートに関するお問合せは、下記へお願いします。 

 美浦村教育委員会 学校教育課 電話：０２９－８８５－０３４０ 



〔小学校教育に関するアンケート調査〕 

 ◆回答は、全て別紙「アンケート回答票」に記入して、「アンケート回答票」 

  のみを返信してください。 

 

●このアンケートにお答えいただいている「ご本人」についてお答えください。 

 

〔問Ａ〕 

あなたの現在の年齢はおいくつですか。（１つ選択） 

 ① 29 歳以下 

 ② 30 歳～39 歳 

 ③ 40 歳～49 歳 

 ④ 50 歳～59 歳 

 ⑤ 60 歳以上 

 

〔問Ｂ〕 

あなたのお住まいの小学校区（小学校区単位の行政区等）はどちらですか。（選択肢に属す

る行政区を列挙してあります。）（１つ選択） 

 ① 木原小学校区 

ア 舟子  イ 木原  ウ 布佐  エ 受領  オ 郷中  カ 大須賀津 

キ みどり台 

 ② 安中小学校区 

ア 牛込  イ 太田  ウ 大塚  エ 大山  オ 木  カ 山王  キ 定光 

ク 土浦  ケ 中野内  コ 根火  サ 根本  シ 花見塚  ス 見晴 

セ 堀田  ソ 馬掛  タ 間野  チ 馬見山  ツ 本橋  テ 八井田 

ト 谷中  ナ 山内 

 ③ 大谷小学校区 

ア 大谷  イ 興津  ウ 信太  エ 土屋  オ 美駒  カ 宮地 

キ 茂呂  ク 受領の一部（受領 1532 番地 1，1531 番地 2，1535 番地 1，1547 番地 5，1547

番地 4，1547 番地 7，1542 番地 2，1543 番地 15，1543 番地 3，1543 番地 5，1543 番地 7，1543 番

地 16，1543 番地 9，1543 番地 18，1543 番地 8，1543 番地 11，1543 番地 13，1496 番地 8，1496 番

地 7，1496 番地 6，1496 番地 5） 

 

 



〔問Ｃ〕 

あなたとお子さまの関係はどの選択肢にあたりますか。（１つ選択） 

 ① 父親 

 ② 母親 

 ③ 父母以外の親権者で祖父 

 ④ 父母以外の親権者で祖母 

 ⑤ 父母以外の親権者で祖父母以外の男性 

 ⑥ 父母以外の親権者で祖父母以外の女性 

 

●ここからは、あなたのお子さまについてお聞きします。 

 

〔問ア〕 

あなたのお子さまの生年月日はどの選択肢にあたりますか。（該当するものを選択） 

 ① 平成 29 年（2017 年）４月２日以降 

 ② 平成 28 年（2016 年）４月２日から平成 29 年（2017 年）４月１日 

 ③ 平成 27 年（2015 年）４月２日から平成 28 年（2016 年）４月１日 

 ④ 平成 26 年（2014 年）４月２日から平成 27 年（2015 年）４月１日 

 ⑤ 平成 25 年（2013 年）４月２日から平成 26 年（2014 年）４月１日（３歳児） 

 ⑥ 平成 24 年（2012 年）４月２日から平成 25 年（2013 年）４月１日（４歳児） 

 ⑦ 平成 23 年（2011 年）４月２日から平成 24 年（2012 年）４月１日（５歳児） 

 

〔問イ〕 

あなたのお子さまが通われている子ども子育て施設はどちらですか。（該当するものを選択） 

 ① どこにも通っていない 

 ② 保育所（無認可保育所含む） 

 ③ 幼稚園 

 ④ 認定子ども園 

  



●ここからは、これからお子さまが入学する「小学校」についてお聞きします。 

 

〔問１〕 

あなたは小学校にどのような教育をのぞみますか。特に期待する項目を３つまで、重視する

順番に選んでください。（複数回答） 

※「社会力」とは。 

「人が人とつながり社会をつくる力」誰もが他の人といい関係をつくり（つながって）、自分ができること

を他の人のためにやってあげたり、社会のために役立てたりする意識や意欲や能力で、「美浦村教育振興基

本計画」において根幹とする考え方です。 

 ① 「社会力」を育てる教育 

 ② 基礎的・基本的な学力を伸ばす教育 

 ③ 学ぶ意欲が高まる教育 

 ④ マナーや社会のルールを身につけさせる教育 

 ⑤ 健康や体力を向上させる教育 

 ⑥ 国際理解（外国語教育など）の教育 

 ⑦ 表現力やコミュニケーション能力を伸ばす教育 

 ⑧ 課題をもって主体的に解決する力を伸ばす教育 

 ⑨ 地域の自然や伝統文化を大事にした教育 

 ⑩ インターネットや情報を活用する教育 

 ⑪ その他 

 

〔問２〕 

小学生にとって、大事な教育環境はどのようなものとお考えですか。当てはまる項目を３つ

まで、重視する順番に選んでください。（複数回答） 

 ① 校舎などの安全環境 

 ② 施設・設備・教材など充実した環境 

 ③ 熱意、指導力など人的な環境 

 ④ 学校・学年・学級の児童数などの規模的環境 

 ⑤ 自然とふれあえる環境 

 ⑥ 地域社会と密着できる地域の環境 

 ⑦ 図書館やパソコンなど情報の環境 

 ⑧ 安心して生活できる学級の環境 

 ⑨ 一人ひとりの能力に応じた教育ができる環境 

 ⑩ その他 



〔問３〕 

これから入学する小学校について、あなたが感じている満足している点は何ですか。当ては

まる項目を３つまで選んでください。（複数回答） 

 ① 校舎全体が安全に学習できるように整えられている。 

 ② 施設・設備が充実し学習環境が整えられている。 

 ③ 体育館・グラウンドが子どもたちにとって充分な広さ・機能を持っている。  

 ④ 教育方針が明確で、子どもたちが楽しく通っている。 

 ⑤ 学級の人数が適切で、一人ひとりに目が行き届くように配慮されている。 

 ⑥ その他 

 ⑦ 特にない。 

 

〔問４〕 

これから入学する学校について、あなたが不安に感じている点は何ですか。当てはまる項目

を３つまで選んでください。（複数回答） 

 ① 校舎が老朽化してきていて、学習環境としてやや問題がある。 

 ② 施設・設備が老朽化してきていることや不十分なところがある。  

 ③ 体育館・グラウンドに不十分なところがある。 

 ④ 教育方針が不明確で、子どもたちの育ちが見えないところがある。 

 ⑤ 学級の人数が少なくなり、教育効果が上がらないような気がする。 

 ⑥ その他 

 ⑦ 特にない。 

  



 

 

〔問５〕 

文部科学省は小学校の規模について、クラス替えが行われ、さまざまな団体活動も円滑に行

うことができる１学年２学級以上の規模が望ましい姿と考えています。あなたはどうお考え

ですか。（１つだけ選択。全員がお答えください。） 

 ① １学年で２学級以上が望ましい。 

 ② １学年１学級でも良い。 

 ③ ２学年が合同で授業を行う複式学級があってもよい。 

 

〔問６〕 

既に、少子化等による人口の減少により、１学級の人数が 10 人以下の学年が出ています。

さらに児童数の減少が進んで、２年生・３年生など連学年の合計が 16 人以下（１年生は特

例があり２学年で８人以下です。）になりますと、国の基準で２・３年生合同で授業をする

複式学級になります。このことについて、どう思われますか。（１つだけ選択。全員がお答

えください。） 

 ① 特に問題を感じず「複式学級」でもよい。 

 ② 複式でなければ、少人数になっても、現在の学校規模で教育を行ってほしい。 

 ③ 少人数でなく適正規模(６学年 12 学級程度)で教育を行うほうが、子どもにとって良い。 

 ④ 複式になるのであれば、学校統廃合もやむを得ない。 

 ⑤ その他 

  

○ 村内小学校児童数の推移 （普通学級）

木原小 大谷小 安中小 合　計

H10年度 （1998年） 453人 614人 203人 1,270人
H20年度 （2008年） 357人 501人 116人 974人
H30年度 （2018年） 223人 401人 72人 696人

※ 平成29年度において、木原小学校は２年生を除いた全学年、安中小学校の

　 全学年が１学年１学級となっています。

　 また、今のまま人口が推移すると、約４年半後の平成34年（2022年）度に

　 は、安中小学校の２年生・３年生で複式学級となる可能性があります。

年　　度



〔問７〕 

小学校の教育全般についてのご意見があれば、アンケート回答票の「問７回答欄」に自由に

記載してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 参考資料として、文部科学省の考え方がわかる「公立小学校・中学校の適正規模・適 

 正配置等に関する手引」の一部抜粋を印刷して同封しました。ご覧ください。 

 （資料本体は、文部科学省ホームページ等でご覧になれます。） 

 



●このアンケートにお答えいただいている「ご本人」についてお答えください。
回答欄

〔問Ａ〕 あなたの現在の年齢はおいくつですか。（１つ選択）

〔問Ｂ〕
あなたのお住まいの小学校区（小学校区単位の行政区等）はど
ちらですか。（選択肢に属する行政区を列挙してあります。）
（１つ選択）

〔問Ｃ〕
あなたとお子さまの関係はどの選択肢にあたりますか。（１つ
選択）

●ここからは、あなたのお子さまについてお聞きします。
回答欄

〔問ア〕
あなたのお子さまの生年月日はどの選択肢にあたりますか。
（該当するものを選択）

〔問イ〕
あなたのお子さまが通われている子ども子育て施設はどちらで
すか。（該当するものを選択）

●ここからは、これからお子さまが入学する「小学校」についてお聞きします。
１番目 ２番目 ３番目

〔問１〕
あなたは小学校にどのような教育をのぞみますか。特に期待す
る項目を３つまで、重視する順番に選んでください。（複数回
答）

〔問２〕
小学生にとって、大事な教育環境はどのようなものとお考えで
すか。当てはまる項目を３つまで、重視する順番に選んでくだ
さい。（複数回答）

〔問３〕
これから入学する小学校について、あなたが感じている満足し
ている点は何ですか。当てはまる項目を３つまで選んでくださ
い。（複数回答）

〔問４〕
これから入学する学校について、あなたが不安に感じている点
は何ですか。当てはまる項目を３つまで選んでください。（複
数回答）

〔問5〕

文部科学省は小学校の規模について、クラス替えが行われ、さ
まざまな団体活動も円滑に行うことができる１学年２学級以上
の規模が望ましい姿と考えています。あなたはどうお考えです
か。（１つだけ選択。全員がお答えください。）

〔問6〕

既に、少子化等による人口の減少により、１学級の人数が10
人以下の学年が出ています。さらに児童数の減少が進んで、２
年生・３年生など連学年の合計が16人以下（１年生は特例が
あり２学年で８人以下です。）になりますと、国の基準で２・
３年生合同で授業をする複式学級になります。このことについ
て、どう思われますか。（１つだけ選択。全員がお答えくださ
い。）

〔問７〕
小学校の教育全般についてのご意見があれば、アンケート回答
票の「問７回答欄」に自由に記載してください。

・問７回答欄

未就学児の保護者対象　ア ン ケ ー ト 回 答 票

ご回答、ありがとうございました。この「アンケート回答票」のみを返信用封筒に入れ
て、ポストに投函してください。


